
 

 
 

平成 ２６ 年  ６月  ６日  

国土交通省 富士砂防事務所 

お  知  ら  せ  
 

１  件  名      地元自治体（富士宮市・富士市）の首長と共に 

富士山大沢崩れ等の渓流状況を上空から調査！ 
 
 
 

２  概  要       国土交通省では、毎年６月を「土砂災害防止月間」として、土砂災害の防止

と被害の軽減を図るための各種活動を全国で実施しています。 

 その一環として、富士砂防事務所は地元自治体の首長にもご一緒頂き大沢崩

れをはじめとした砂防施設や渓流状況についてヘリコプターによる調査を行

います。 

富士砂防事務所としましては、砂防施設や渓流状況を地元自治体（富士 

宮市・富士市）の首長に確認して頂くことで、土砂災害時における地元 

住民の的確な避難にお役立て頂きたいと考えております。 
   

３ 調査日時 

平成２６年６月１２日（木） 1 4 ：10～15：20（予定） 

天候によっては、調査を中止する場合があります。 

   

４  調査場所 

富士山南西山麓の砂防施設と渓流（富士宮市～富士市） 

 
 

５  調査参加者 
 

富士宮市長 須藤 秀忠 富士市長 小長井 義正  

富士砂防事務所長 吉田 桂治   他５名 

 
     

６  資料配付先 富士宮市記者クラブ、富士記者クラブ 
 

７  問い合せ先 

     富士砂防事務所  工務課長  山村 真司   0544-27-4354 

       
 

８  取材に関して 
取材可能な場所と時間は以下のとおりです。 

     大沢第2場外離着陸場（別紙の通り 富士宮市上井出大沢扇状地内） 
平成２６年６月１２日（木）  1 3 ：１０～１３：４０（予定） 

●ヘリコプターには記者の方はご搭乗できませんこと、ご了解願います。 
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